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あらまし  本研究では，リフレクトアレーに回転素子を用い、磁石を用いた非接触の回転構造を提案する. 数値解析の結果, 

𝜃 < 20 deg.程度の範囲で高利得かつビーム動作が可能なリフレクトアレーが実現できることを明らかにした.  
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1. まえがき  

ミリ波帯の高周波数の電波は , 従来の通信で用いら

れていた周波数帯の電波と比べて直進性が強く , 回折

しにくいという問題がある . そのため , 遮蔽物の影響

によって電波の届かない不感地帯が発生してしまう .  

そこで , 図 1 のように , 遮蔽物による不感地帯にビー

ムを向ける技術として , 高利得かつ所望方向にビーム

を形成するリフレクトアレーが提案されている [1][2].  

リフレクトアレーとは , 準周期構造を用いて電磁波の

散乱方向の制御を可能とする技術であり , これを図 1

のように送信アンテナから見通すことのできる空間に

配置することで , 遮蔽物の影響を受けずに電波を所望

方向へ向けることができる .  

近年，リフレクトアレーの特性を動的に変えるリコ

ンフィギャラブルリフレクトアレーが盛んに研究され

ており，特に機械的に素子を動かす機械的なリコンフ

ィギャラブルリフレクトアレーの研究が盛んに行われ

ている．例えば，同心円状の二重スプリットリングを

モーターで回転させるリコンフィギャラブルリフレク

トアレーが提案されている [3]．モーターを用いたリコ

ンフィギャラブルリフレクトアレーは，連続的に素子

を回転させられる反面，モーターと素子を機械的に接

続させる必要があり，加工が複雑になるという欠点が

あった．  

このようなモーターを用いたリコンフィギャラブ

ルリフレクトアレーの欠点を克服するため，電磁石を

用いたリコンフィギャラブルリフレクトアレーが提案

された [4]．電磁石を用いたリコンフィギャラブルリフ

レクトアレーは，静磁界によって電磁石とリフレクト

アレー素子が力学的に非接触で結合している一方で，

高周波では電磁石とリフレクトアレー素子が反射板に

よって完全にアイソレーションされている．したがっ

て，電磁石がリフレクトアレー素子に機械的な変形を

加えて位相変化をもたらすことが可能な一方で，移相

器である電磁石そのものはリフレクトアレー素子の高

周波特性に何ら影響を及ぼさず，挿入損失が 0 である

という利点がある．このような電磁石を用いたリコン

フィギャラブルリフレクトアレーの欠点として，位相

制御可能な精度が 1 ビットに限られている点が挙げら

れる．電磁石を用いてマルチビットの位相制御が可能

な構造は提案されているものの，試作や実験による実

証はなされていない [5]．  

そこで本研究では，磁石を複数組み合わせた構造を

用いて，連続的あるいはマルチビットの位相制御が可

能なリコンフィギャラブルリフレクトアレーを提案し，

その有効性を明らかにする．  

 

図 1：リフレクトアレーを用いた不感地帯の解消  
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